
特集 マルチメディアーアプリケーション編一

企業情報システムのマルチメディア化を実現する

ソリューションサービス
MultimediaSolutionService:ServiceforConstructingMultimediaSystem
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CG(ComputerGraphics)

マルチメディアソリューション

最新･最先端の技術を駆使し,高度な情報を活用することにより,人と人･人とシステムの新しいコミュニケーションの実現を図ることがで

きる｡

企業情報システムを構成する情報機器の小型化･

高性能化,ネットワーク伝送技術や通信方式の高品

質･高速化などに向けた高度化により,企業での情

報処理は新しい時代に入ってきている｡この新しい

時代に向け,高度な情報技術を駆使し,顧客の多種

多様な要求にこたえて最適なマルチメディアシステ

ム構築をするのが,マルチメディアソリューション

"FORFRONT/SS-Multimedia''である｡

マルチメディアソリューションは,顧客の目的に

応じて,マルチメディアを応用した情報の作成から,

その情報の活用,活用のためのシステムの導入,構

築,運用に至るまでの問題解決に対応した商品群で

構成している｡

(1)パッケージ類の活用,(2)システム構築,(3)マル

チメディア情報の作成,(4)流通コンテンツの活用か

ら作成までの処理,および機器の調達などのサポー

トは,一つ一つのサービス商品になっており,顧客

が必要に応じて選択できるようにしている｡

*[1寸二製作所 ビジネスシステム開発センタ **H立製作所情報システム事業部
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□ はじめに

パソコン(パーソナルコンピュータ),ワークステーシ

ョンおよびLAN･WAN(Wide Area Network)を利用

したネットワークコンピューティングの高度化,広域網

や構内網を利用したシステムの情報量の増加には目覚ま

しいものがある｡また,利用するアプリケーションもエ

ンドユーザーインタフェースを考慮してビジュアル化の

傾向が顕著になり,さまぎまな情報が流通し始めており,

高度な情報の取り扱いが重要なポイントになっている｡

このように情報を活用するビジネスチャンスも目まぐ

るしく変化する激しい環境の小で,単なる対応ではなく,

積極的なビジネス展開ができ,文字や数字などの情報に

加え,映像や音声まで取り込んで,ビジネスマン1人1

人の能力(知的生産性の向上,サービスの拡充,ニュービ

ジネスの創造)をパワーアップする,マルチメディアを使

った新しいシステムの構築が重要となってきている｡

このようなマルチメディアシステムを確実に実現する

ものに,マルチメディアソリューション"FORFRONT/

SS-Multimedia''がある｡これまで提供してきたソリュ

ーションサービス体系FORFRONT/SSの中から,マル

チメディア関連のサービスメニューの整備･拡充を行う

とともに,新しい機能を待ったサービスメニューを開発

し,質の高いソリューションを実現している｡ここでは,

マルチメディア ソリューションサービスの概要と,そ

れを支える技術について述べる｡

8 マルチメディアソリューション

ーFORFRONT/SS-Mu肘media-

マルチメディアソリューションは,次の4稚拙の向.～デ.

群で構成している(図1参月別｡

(1)マルチメディアプラットフォーム応川ソリューション

マルチメディアプラソトフォームのうち,システムの

構築に通用吋能なパッケージを捕輔したサービス腐.1.■∫に

は,(a)マルチメディア コミュニケーション システム柿

築サービス(TalkwareやASSOCIA版),(b)マルチメデ

ィア コミュニケーション システム構築サービス(パソ

コンテレビ電l活システム版),(c)ビジュアルプレゼンテ

ーションシステム構築サービス(HIVISS/IMAGE/P

版),((1)介業内教育･研修システム構築サービス,(e)マ

ルチメディアん』川システム開発サービス,(r)マルチメデ

ィア対応ゞjと習支援サービスなどがある｡

卜記(a)は,ll市のパーソナルマルチメディア コミュ

ニケーション システム"Talkware''と屯十対.吉井システ

ム"ASSOCIA”を利別したシステム構築サービスであ

る｡TalkwareではLANを介したパソコンどうしで会話

ができ,ASSOCIAではパソコンどうしでIii】じ文章やグ

ラフが表示できる｡これらの淡い‖乍業により,リアルタイ

ムな指ホや,すばやい的確な判断が可能になる(図2一参J捌｡

また(l〕)は,パソコンにテレビ電話機能をて長堀する拡張

ボードを組み込むことにより,小彗リカメラとハンドセッ

トを利川したフェイス ツー フェイスのコミュニケーシ

ョンシステムを構築するサービスである｡遠陥他の川下

情報技術分野別ソリューション

ネットワークソリューション

HITFルEソリューション
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顧客のソリューション

ニーズに合わせてサー

ビス商品を抽出･開発

企 画 構 築 運 用

r/′･････一一一一/--

ノ∠一一----■∠一-

‾‾‾｢′

--･････････/ ノ

FOREFRONT/SSサービス商品

ク
ラ
ス
々
/
-

ク
ラ
ス
タ
1

マルチメディア
プラソトフォーム応用ソリューション

マルチメディア

70ロデュースソリューション
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注:略語説明

CSS(ClientSer〉erSystem)

PC(Perso=alComp]ter)

図I FOREFRONT/SS-

Multimediaの構成

従来のソリューションと連

携して,高いレベルのソリュ

ーションサービスを提供する｡
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〔システム構築例を実現するためのサービス〕

マルチメディアコミュニケーション
システム構築サービス

コンサルテーション
サービス

コミュニケーションシステムの
計画書作成支援

運用支援サービス
コミュニケーションシステムの運用
環境設定,運用マニュアル作成

拡張サービス コミュニケーシ]ンシステム運用
での横器の追加･変更

既存サービス

ネットワーク設計
サポート

ネットワーク機器構成などの
詳細設計

他社製晶販売 他社製品の購入代行

WS･PC

導入サービス
ハードウエア･ソフトウエア･

APPの導入設計と導入作業

注:略語説明ほか

PBX(P仙ateBranchEx-

change:構内交換器)
APP(Applicat10nProgram

Product)

WS(Workstat10∩)
* Ethernetは,米国×erox

Co｢p.の商品名称である

●Talk〉伯re ●Talkwa｢e

●ASSOCIA ●ASSOC】A

の去情を見ながらきめ細かな打ち合わせや商談ができ,

迅速で棚解な息即太左が‾叶能になる｡(C)は,静+_l二内･軌

耐･斤声･l洲ヲ･文字などを組み介わせて情事削二深みを

持たせた未収を行う場合,多人な｢数と技術的センスが

一安求されるが,HIVISS/IMAGE/Pを使うことにより,

これらの掛こなる怖幸1ほ容引こ刹1み合わせて,プレビュ

ーなどを簡単に繰り返し,ト1rl勺に応じたビジュアルで効

米的なプレゼンテーションが子√えるシステムの構築に対

応する｡

(2)マルチメディアプロデュース ソリューション

このサービス商占ノーは,轍客の州別のマルチメディアシ

ステムの仙叫･構築･運用に1対するものである｡介山で

は,映像関連機器の選定やデータト1三桁‾ノノ式･格納〟Jての

相打を,構築ではプログラムとタイトルの連動椰認を,

道川ではマルチメディアパソコン(例えば,∩カニのパソコ

ン FLORAlOlOシリーズマルチメディアモデル)の導

人･休二1:などをそれぞれ従来のサービスに加えることに

より,マルチメディア対応の新しい技術をi‾.1｢l‾=ノたシス

テムとその中人のためのサービスを提供している｡

(3)マルチメディアタイトル制作ソリューション

この向品は,顧布の業務に必‾安とされるコンテンツに

ついて,マルチメディアタイトルの肘呵･立案から,岩

村データの作成･鮎集､オーサりング,メディアてIiり左

〔cD-ROM(C()mpaCt Disc Read-0Illy Melll()ry),MO

図2 Ta】kwareとASSOCIAの

構成

コ ミュニケーションシステ

ムと電子対話システムの組み

合わせにより,遠隔地間での共

同作業を実現する｡

(Magnetooptical:磁気光)ディスクなど〕に干るまでを

サポートしている｡

(4)マルチメディアクリエイティブリソース拭伏ソリ

ユーン′ヨ/

マルチメディアタイトルやシステム構築に必滋な∴由

一切な什様による素材データの著作権関連業捌こ関するこ

と,映像情事lほどの提供から,顧客が所有する素材デー

タの加‾l‾二･編集など,二安執こ応じたサポートを行う｡

B 適用事例

3.1電子カタログを使ったマルチメディア通信販売

従来の通イ｢微光のl凱占紹介メディアの良所を融介した

マルチメディア(動向･静_‖1叫･占サ･テキスト)オンラ

インカタログを,通信販売の‾1ミ変商.茄1-であるアパレル舶

.冒,によって制作し,ユーザーが検索端末からユーザーフ

レンドリーな操作でセンターサーバヘアクセスして,ア

パレル商.-.Jなどの遥択を行えるようにし,汁丈=轄の稚什

を叶能としている｡マルチメディアプロデュースソリュ

ーションサービスをi‾-†J‾1‾Jしている(図3参月てi)｡

3.2 電子新聞実験

地仁インフラストラクチャの轢備により,今後,怖紬

伝達経i格が多チャネル化することが-‾r想される｡これに

向けた新聞が,従来の紙上の情報提供からどうあるべき

か,その将来像を才ぎiく顧客の実験に対し,マルチメデイ
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マルチメディア通販カタログ
カタログ画面
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出典:新世代通信網実験協議会(BBCC)
(参加企業;シャディ株式会社,凸版印刷株式会社,日本電信電話株式会札日立製作所)

アブロデュースソリューションサービスを活用し,実験

システムの構築から実施に向けた企画運営を行っている｡

3.3 エ場設備レイアウト最適配置

設備装置と装置間の物流量をビジュアル化するために,

マルチメディアタイトル制作ソリューションを適用した｡

原料の入荷から製品の爪荷に至るまでの個々の製造過

程での物の流れを装置ごとに与えることにより,設備装

置の配置を変更した場合に対ん占して,物の流れや経路艮

などをビジュアル化する｡このことにより,ボトルネッ

クとなる点が容易に可視でき,問題点が把握しやすくな

り,解決策として設備装置を含む諸設備の最適化レイア

ウトを決定することができる｡

図3 電子カタロ

グを用いたマルチ

メディア通信販売

画面でタッチする

ことにより,目的と

するものの表示また

は目的の処理が簡便

に行える｡

皿 おわりに

ここでは,ビジネス環境にマルチメディア技術を導人

するために必要な,日立製作所が提供するソリューショ

ンについて述べた｡

企業の情報システムは,ライトサイジングやエンドユ

ーザーコンピューティングの進展によって,大きな変革

を迎えようとしている｡マルチメディアもその一軍を担

うものとして期待されている｡また一方では,基幹業務

でもマルチメディア技術を取り込んだシステムの構築が

これから本格的に始まろうとしている｡

今後も,蓄積した技術やノウハウと技術の開発･展開

を通じてユーザーニーズにこたえていく考えである｡
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